
◦
芝
生
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
落

ち
て
い
る
。
火
事
が
心
配
。

◦
砂
場
や
芝
生
に
ペ
ッ
ト
の
フ
ン

が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も

を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

◦
ペ
ッ
ト
に
リ
ー
ド
を
繋
げ
ず
散

歩
さ
せ
て
い
る
。
動
物
が
苦
手

な
の
で
怖
い
思
い
を
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
公
園
に
関
し
て
町

に
実
際
に
寄
せ
ら
れ
た
声
で
す
。

皆
さ
ま
が
気
持
ち
よ
く
利
用
す
る

た
め
に
は
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り

の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
が
必
要

で
す
。
最
低
限
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
他
の
利
用

者
へ
の
気
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

頻
繁
に
清
掃
し
て
い
ま
す
が
、

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
飲
食
物
の

袋
な
ど
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

喫
煙
す
る
際
に
は
配
慮
く
だ
さ
い

　
園
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
芝
生
や
植
栽
の
付
近
は
火
災

の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
高
く
大

変
危
険
で
す
。
吸
い
殻
は
ご
み
で

す
の
で
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
公
園
は
多
く
の
子
ど
も

が
利
用
し
ま
す
。
喫
煙
へ
の
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
へ
の
リ
ー
ド
、
フ
ン
の

�

始
末
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
公
園
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

る
場
所
で
す
。
ペ
ッ
ト
に
リ
ー
ド

を
つ
け
て
い
な
い
と
、
不
安
に
思

う
人
も
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
散
歩

さ
せ
る
場
合
は
必
ず
リ
ー
ド
に
つ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ

て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。
砂
場
や

芝
生
に
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
と
く
に
小
さ
な
子
ど
も
に

と
っ
て
衛
生
面
で
大
変
な
悪
影
響

と
な
り
ま
す
。

　

空
家
の
有
効
活
用
を
促
進
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
空
家
改
修
に
対
す
る
補
助

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

①
空
家
を
居
住
の
用
に
供
す
る
た

め
の
改
修
等
工
事

②
①
の
工
事
に
伴
う
、
家
財
道
具

等
の
処
分
お
よ
び
移
転

③
令
和
2
年
２
月
末
ま
で
に
事
業

が
完
了
す
る
も
の

※
①
か
ら
③
の
全
て
を
満
た
す
も

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
前
に
着
手
し
た
工
事
等
は

補
助
対
象
外
で
す
。

申
請
で
き
る
方

①
空
家
を
所
有
す
る
個
人
ま
た
は

空
家
を
購
入
す
る
か
賃
借
し
よ

う
と
す
る
個
人
で
、
御
代
田
町

に
住
民
登
録
し
、
自
ら
５
年
以

上
居
住
し
よ
う
と
す
る
方

②
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
方（
同

一
世
帯
全
員
）

③
原
則
と
し
て
、
本
補
助
金
も
し

く
は
、
類
似
の
制
度
に
よ
る
補

助
、
扶
助
を
受
け
て
い
な
い
方

④
申
請
者
、
申
請
者
と
現
に
同
居

し
て
い
る
方
ま
た
は
同
居
す
る

方
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
現
在
、
御
代
田
町
に
住
民
登
録

が
な
い
方
で
、
移
住
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象
と
な
る
空
家

①
町
内
の
一
戸
建
て
の
家
屋
で
、

申
請
時
点
で
１
年
以
上
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
常
用
す
る

も
の

②
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
耐
震
基

準
の
他
、
法
令
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
も
の

補
助
額

対
象
事
業
費
の
２
分
の
１

上
限
20
万
円

　
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
活

用
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
、
県
お
よ
び
町
で
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
、
大
規
模
な
地
震
に
備
え
、
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
耐
震
改
修
工
事
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
、
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
項
目
全
て
を
満
た
す
も
の

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
工
事

に
着
手
し
た
住
宅

②
一
戸
建
て
住
宅

③
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

耐
震
診
断
料
　
無
料

耐
震
改
修
工
事
の
補
助
制
度

　
平
成
30
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
耐
震
診

断
の
結
果
に
よ
り
、
耐
震
改
修
工
事
又
は

建
替
え
を
行
う
場
合
は
、
工
事
費
の
２
分

の
１
で
限
度
額
１
０
０
万
円
の
補
助
制
度

を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　
申
込
用
紙
は
建
設
水
道
課
10
番
窓
口
に

用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

国
や
県
の
予
算
を
確
保
す
る
都
合
上
、

工
事
開
始
時
期
な
ど
が
ご
希
望
に
沿
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
署

消
防
署

御
代
田

み
な
さ
ん

み
な
さ
ん

　御代田町消防団の活動についてご存知ですか。消防団の活動は消火だけではありません。
　消防団は、消防本部や消防署と同様、消防組織法に基づき、それぞれの市町村に設置され
る消防機関であり、地域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時を問わずその
地域に密着し、住民の安心と安全を守るという重要な役割を担います。
　また、消防団は、常勤の消防職員が勤務する消防署とは異なり、火災や大規模災害発生時
に自宅や職場から現場へ駆けつけ、その地域での経験を活かした消火活動・救助活動を行う、

「非常勤特別職の地方公務員」です。各種、災害出動のほか、行方不明捜索活動も行います。
また、ポンプ操法大会出場や、地元分団の管轄する消火栓・防火水槽の点検など地域防災の
要となり活動しています。さらに、出動した際の手当として出動賃金が支給され、年報酬・
勤続年数により退職金の支給もあります。
　地域の安全を守り、大切な地元のために、活動してみませんか。消防団への入団、活動に
関することは、問い合わせ先までご連絡ください。

　平成28年12月22日に新潟県糸魚川市で発生した大規模火災を受け、今まで消防法令で消
火器設置の義務がなかった延べ面積150㎡未満の飲食店にも令和元年10月1日から消火器の
設置が義務付けられます。

火を使用する設備または器具を設けた飲食店等対 象
※全てのコンロなどに、防火上有効な措置（調理油過熱防止装置等）が講じられ

ている場合は、消火器の設置が必要ありません。

全ての飲食店に消火器設置が義務付けられます

消防団員
募集

御
代
田
消
防
署
内
町
消
防
課

�

（
32
）０
１
１
９

公
園
の
ル
ー
ル
や

�

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

空
家
改
修
等
補
助
金
を

�

ご
活
用
く
だ
さ
い

 「
木
造
住
宅
」耐
震
診
断
お
よ
び

�

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

�

（
32
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１
２
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問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

�

（
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）３
１
２
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問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

�

（
32
）３
１
２
９

問
い
合
わ
せ
先

（
広
告
欄
）

地域防災のため、
あなたの“力”が
必要です

みよた広報 やまゆり  2019年5月号（24）（25）みよた広報 やまゆり  2019年5月号


